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１．純保険料率（参考純率）の算出の考え⽅

純保険料率 ＝
推定⽀払保険⾦総額

保険⾦額
過去の保険⾦⽀払実績データ等

（全ての保険会社から収集したデータ）
保険数理・科学的
方法による予測

過年度実績の傾向から予測 過年度実績の平準化 シミュレーションによる予測

実績 予測

< 予 測 方 法 の 例 >

 純保険料率（参考純率）は、将来の保険⾦の⽀払いに充てられることが⾒込まれる、過不⾜が⽣じない⽔準を算出

純保険料率の算出イメージ
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罹災棟数

確
率

《罹災棟数の確率分布》

被害の程度

確
率

《被害の程度の確率分布》

２．⽔災リスクにかかる純保険料率の算出
 ⽔災リスクの発⽣頻度を考慮して、過去・⽇本国内で発⽣した⽔害実績等から作成した確率分布（罹災する確率や罹

災した場合の被害の程度）等を⽤いて推定⽀払保険⾦総額を推計
 推定⽀払保険⾦総額を、保険⾦額で除すことで、全国平均の⽔災純保険料率を算出

 過去・⽇本国内で発⽣した⽔害実績等から作成した確率分布に基づき⽀払保険⾦総額を推定
 なお、過去実績だけでは把握が困難な⼀部河川の外⽔氾濫等では、国⼟交通省の洪⽔浸⽔想定区域図等を⽤い、⽀払

保険⾦総額を推定

全国平均の⽔災純保険料率の算出（イメージ）
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推定⽀払保険⾦総額

純保険料率

保険⾦額

⼀部河川の外⽔氾濫等

洪⽔浸⽔想定区域図等
（各地の浸⽔深情報）
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１Ｆ天井

１Ｆ床高

《浸⽔深と被害の程度の関係式》

推定⽀払保険⾦総額（※）

※ 洪⽔浸⽔想定区域図において想定されている河川整備の計画規模の降
⾬（概ね1/100〜1/200）を踏まえて、１年分のリスクを⾒積り
（例︓1/200の降⾬を想定している河川での損害の場合、想定される損
害の1/200を１年分の保険⾦として評価）



３．⽔災リスクに地域較差を設ける場合の反映⽅法
 ⽔災リスクに地域別リスク較差を設ける場合には、外⽔氾濫・内⽔氾濫等の災害形態ごとに統⼀的・網羅的に評価が可

能な指標を⽤いて較差を算出し、全国平均の純保険料率（２⾴参照）に反映することを検討

地域Ａの純保険料率
（全国平均の+ａ％）

地域Ｂの純保険料率
（全国平均の+ｂ％）

･･･

全国平均

・・・

リ
ス
ク
指
標※

地域Ａ 地域Ｂ 地域Ｃ 地域Ｄ 地域Ｅ

＋a％
＋b％

▲c％

＋d％

▲e％

地域Cの純保険料率
（全国平均の▲ｃ％）

地域Dの純保険料率
（全国平均の+ｄ％）

地域Eの純保険料率
（全国平均の▲ｅ％）

全国平均の純保険料率

※ 地域ごとに同⼀の条件で評価した場合の推定⽀払保険⾦の差

【例】地域別リスク較差の反映イメージ

＜⼟地条件・地形分類＞ ＜⽔害統計＞

出典︓国⼟地理院ウェブサイト

関係式
で評価

※ ⽔防法に基づく洪⽔予報河川・⽔位調整河川（約2,000河川）

＜洪⽔浸⽔想定区域図＞
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＜浸⽔深と被害の関係式（再掲）＞

地域A

地域の
浸⽔深
で評価

【例】内⽔氾濫・⼟砂災害等の評価イメージ【例】外⽔氾濫の評価イメージ
② 地形特性（標高、地形分類（扇状地、凹地等））と実際に発⽣した⽔害

（⽔害統計）等の関係から評価
① 洪⽔浸⽔想定区域図による把握可能な⼀部河川※の外⽔氾濫について、同

区域図の地域ごとの浸⽔深と降⾬の再現期間等の関係から評価

出典︓国⼟地理院ウェブサイト ３


